






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(<'１度） 賞 学｛|そ 氏ｲﾉＩ 論題
th25 
(2()02） 人選
４ 
４ 
荒ノ|：ｉＷｉ１Ｗ.
三枝木 |【(ｉ
宅ili[|サービス業界のマーケティング戦略ＩＵｉ究
－競イト優位性0)ためのマーケティングプロセスを探る－
'Ｉ１ＳＵＴＡＹＡとゲオにみる`Ｉｉｌｉ報技術と刑l細形態
弟2６
(2003） 入選
４ 
４ 
鹿島桃
(他'Ｍ）
次|堅}久’1リユ|ゑ
'二|ｲｗ)｢'１小金型製造業における営架１１剛Iの現状
烏蝋冊'1における金融機ｌＭの果たす役;';'１
fi；271Ⅱ｜ 
(2()04） 
佳作
人選
４ 
３ 
３ 
４ 
３ 
４ 
３ 
飯Ｉ１１泰リ１
(ＩＵＭ） 
Ｉ 
郷英文
石火為
(他２門）
付Ｉ１ｌｉｌＵｌ
iWi烏イ|｜リ１
(他５f/|）
Ｉ 
飯ｌ１ｒ黍リム
(他８門）
１１リ郷英文
小川l摸旅館における競ｲﾄ優位性の柵築
－澤のﾙ11旅館が外|正|人客に支持される111由を探る－
食,ｌｉＩ１,リサイクルにおける'１'小企業の１１Yり組み
－新たにビジネスに11)(り)iⅡむ際、どのような嬰素が必要か－
Ill小金型企業の'三１本四|ﾉ、|における)W『たな戦ｌＩｌＨの可能性を探る
－ポーターの差)'''化戦IIIHによって優位性を穫得することはで
きるのだろうか－
小売柴におけるＳＣＭの雁|ⅢＩ
－イトーヨープノ蛍o)サプライ・チェーンは競争優位性をもた
らすか－
hL利銀行によるリレーシニ'ンシップ・バンキングの実践
－温りiL旅灯(専担チーム先jW(による地域活性化に向けた連１Ｍ)強
化一
'１'小宿1141施設みる顧客；lli持戦llH
－[|本とタイにおける外'五1人観光客にＩＩＬ|する実地調査の比llilf-
外寅系企業の本社立地状況とディベロッパーの活動
－外資系企業に好まれるオフィスを探る－
鋼2８
(2()05） 
佳作
人選
３ 
３ 
'1 
３ 
’’'１法ｌ｣I
(他11門）
劉腕ｌｉ１ｉ
(他８台）
桐烏ィlｌｉＭＩ 
ﾉⅡｌｉｉｌＩｉ誠ｌｌＩｌｉ
(''112台）
１１１小企業の経営革新
－環境ビジネスTlj場への参入と法川Ailill影響を探る－
洲|ｉｆ行主導のグリーンツーリズム(こよる地域活性化
日本企業における燃料fIi池|=|ﾘﾘ｣''１の|Ⅱ１発
一戦lINil<l提携と)韮学述挑から技術ﾉﾉの源泉を探る－
''１小金型メープノーによる汽金訓迷
－私募偵発行はｲﾌﾞ効な識金訓|達手段となり得るか－
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「いやしくも学l1llを|と|分のlhiIMiと考える青年は，か
れの使命が－．柿の二重性をもつことを知っている
べきである。というのは，かれは学背としての資
格ばかりでなく，教師としての資格をももつべき
だからである。このふたつの資格は，けっしてつ
ねに合致するものではない。非常にすぐれた学iLf
でありながら，教師としてはまったくだめな人も
ありうるのである。たとえば，ヘルムホルツやラ
ンケのような人がそうであった。しかも，このよ
うな人々はけっして特別のIﾀﾞ'|外ではないのである」
（邦訳，１８ページ)。ウェーバーは，同世代の学背
を，名折しで無能な教師として認定している。フフ，
プノルティ・デイベロプメントの有効性を信ずる立
場からすれば，今，「まったくだめな」教師であっ
ても，将来においては優れた教l1iIになりうる可能
性があることを信じたい。
１３学習意欲の乏しい入学での勤務経験が長い教員
には信じがたいことかもしれないが，洞口ゼミナー
ルの学41を諾71は，［lら指導を受けたいという意ALj、
表示をしたのである。111談のﾄＩＩＴは2006年腱に|ﾉ１１
年生に在締していた学生諸７１であった。もちろん，
学年が)１４なれば，楽な方法でiii位を取得したいと
考える学生諸科が多い年もあるかもしれない。イ
ンターゼミナールで優れたプレゼンテーションを
する先悲，就職活動に成功した先輩，そうした先
輩を|ＡＩ近にみた学生は，折等の効果を知っている。
野球，バスケット，バレーなど，高校時代に巡動
系の活動を続けた学生が多く，コーチによる課外
活動での指導を受けてきた学生が多いことも，Ｊ１Ｍ
Ｉｌｌの－．つかもしれない。
ｌ４この論文の著者である高橋美Ⅱｿ(子さん御本人の
許可を得て，兼者のホームページ，http://www､Ｌ
ｈｏｓｅＬａｃｊｌ〕/~horaguch/indox」】tmlの「リンク
集」に禍iMltしたので参照されたい。なお，以上に
紹介した三論文はいずれも女了･学生による研究で
あり，小学生，女子ＬＩ１学生，チューリップ栽培農
家など〆被調査背との距離を縮めることに1ｋI)]し
ている。この点は，以下で述べる東京大学経済学
部とのインターゼミナールにおいて，藤本隆宏教
授から１１(いたコメントであって，学生への褒め言
葉を頂いたことに感謝したい。ファカルティ・デイ
ベロプメントに必要なのは，適切なときに，適切
な「褒め言轆」を学生に与える能力であるのかも
７毎年４「１，法政入学図書館において，ゼミ単位
でデータベースの識１W会を受けている。法政大学
区|書館におけるサービスの向」:も特筆すべき事リミ
である。記して感謝したい。
８これは過去形で記述されるべきであって，将来
にわたって約束された事柄ではない。
９筆者には，読みやすく，知的な興爾を与える論
文をリーディングスとして編集してみたい，とい
う気持ちもあるが，学生の'''１の心I1llを想像すれば，
「与えられたもの」として存在する諭文集は，教科
書と同じように知的好奇心を半減してしまう効果
を持つかもしれない。自分で論文を探す、という
プロセスが，読みたいという気持ちを引き起こす
ものではないだろうか。
１０学部学生との共同作業を本にしてⅡ|版するケー
スがあるが，その場合には，学上上が主体的に研究
テーマを発尻Lしているか否か仁疑lHlの余地がある。
たとえば|ﾉﾄ丹敬之・伊丹研究室『情報化はなぜ遅
れたか』ＮＴＴ'１１版，2001年をはじめとして，－述
の研究が|Ⅱ版されているが，ＩＨＭ発見能ﾉ]を養う
ためには，学生に独口の課題発見をさせて論文作
成を行わせるべき，と考えることもできる。
11筆皇昔は1991年から学部ゼミナールを担当したが，
1994年８)]から96年８)］まで，アメリカにおいて
在外研究をした。卒業論文としては1992年度から
2005年度までが，本稿執筆時点での脂導学４１１のｲ|ミ
次である。
１２本稿で細介している学生の指導方法は，数ある
方法のなかの一つの試みにすぎない。授業時''１１の
みを「労働l1fllll」と捉える教員からみれば，２１１，
３月に論文指導を行うことは，「学|川ノススメ」と
いうよりも「時|A1外労働ノススメ」として理解さ
れ，反発される可能性もあるかもしれない。授業
のない期IlMに，イＦ１]研究室に皿ってこない研究背
にとっては，学生の論文指導のためだけに大学に
通うのは辛い「l1flll]外労働」である，という可能
′ｌＩｉはある。しかし，／I川研究室に皿う研究者から
してみれば，気分転換の時１Ｍ|に学部学生と話をす
るときに，話遡として論文のテーマが挙がる，と
いう程度のことにすぎないかもしれない。筆者の
場合，午後’１時ごろに学生をl11zぶのは，そうした
意味もある。ｊｌﾘ1の時間は貴重な(ﾘ}先のための時'''１
である。たとえば，ウェーバー［１９１９］によれば，
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１２８学部ゼミナールにおける経営学教育の方法と実践－１場見学・英語教育・論文作成とインターゼミナールー（２）
ロセスー富|I|産球根はどのようにオランダ旅球根
と対Ｉ)けるか－」法政大学経営学部経営学科．２００４
年腰卒業論文．
チャールス・ベイドンーフラ_・ジョン．Ｍ・ストッ
プフォード［1996］『成熟企業の復活一ヨーロッパ
企業はどう蘇ったか－』文眞堂．
iliill二|治夫［1998］「経営学研究のための論文作成マニュ
アル」法政大学産業情報センター（法政大学イノ
ベーション・マネジメント研究センター）ワーキ
ングペーパー，No.75,1998年４月23Ｕ・
洞口治夫［2002］「マレーシアのロープノル電機メーカー
における工場笹I1I1-jII1Ⅲ:組立型産業における作業
細細の観察一」『グローパリズムと「１本企業一組織
としての多剛Ni企業一』第６章，東京大学ＩＩｌｌ仮会．
マックス・ウェーバー［1919］『職業としての学問』
しれない，と感じさせるものがあったことを記録
しておきたい。
１５洞口（2002）第６章では，マレーシアの超器メー
カーに２週間参与観察をした結果をまとめている
が，高橘論文はi1iil「Ｉ（2002）で行った作業ｴｲ抑）
観察方法を理解し，農作業に応用して実行して
いる。
１６経営'学部から優秀賞が出ることも稀であって，
３１｢Y14表と|荷|じ期'１１１に限ってみると，１(llIf1:健司教授
のゼミナールから1件の優秀賞がでたのみである。
｜(''１行教授のゼミナールにおいて法政大学懸賞論文
への投柵が薦められていたことは，築者のゼミナー
ル学生にも投稿を薦めるきっかけとなった。記し
て感謝したい。なお，ゼミナール学生全且に提１１１
を義務づけたことはない。「'二|信のある人は提ⅡIし
てみるように」と指導すると，たいていの場合，
投下した労Ui｜１時|Ｈ１の長い学411たち数台が応募する
ことになる。
ｌ７こうした論文を)１１Aい起こして「もったいない」
と筆者が思うのは，これらの論文を作成した学41ｉ
が研究者としては大学院に進学を希架してこなかっ
たというＭｌ]があるかもしれない。懸賞論文で人
樹したのち，大学院に進学した学生には，一橘大
学大学院，上智大学大学院，海外剛学といった|ﾀﾞｌｌ
があるが，大学院修了後，いずれもビジネスの'１
V,Lで活蹄している。
１８懸賞論文の審査には，法政大学の専任教員があ
たる。需査に際しては，自分のゼミの学生は除外
するという内規がある。筆者以外の同僚の教授・
助教授によって審汽が行われてきたのであり，そ
のご努力に御礼と感謝を記しておきたい。
尾高)11雄訳，岩波文庫，1936年．
＜参考文献＞
石)|:淳蔵．奥村昭博・ﾉlll護野忠ｿ)・野｢|'(ill次郎［2()01］
『経営戦略論（新版)』有斐川
伊丹敬之・伊丹研究宝［2001］『情報化はなぜ遅れた
か』ＮＴＴⅡ１版．
大滝精一．金ｊｌ－ｌｉｉ．|11ｍ英夫・岩lIl智［1997］『経
営戦略－１(i'|造性と社会性の追及一』何斐閣．
須Ⅱ|美矢子［1996］『ゼミナール国際金FUI入Ⅱ'１』’二1本
経済新聞社‘
高橋美映子［2005］「国産チューリップ球根のＬＭｉプ
Hosei University Repository
